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               審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、４つの研究（ベインストラクチャーの特徴と成因の考察、断層変位の構造を理解するためのリ
ーデルシア実験と動的非線形FEM解析、AD 365年クレタ(Crete)沖地震の地震動の再現、2008年6月14日に発
生した岩手・宮城内陸地震（M7.2）に伴って発生した斜面崩壊の発生メカニズムの考察）を行っている。最
終発表会、公開発表会にて、研究内容の妥当性について検討を行った。特に、公開発表会では、解析結果の
妥当性と解釈の妥当性について、重点的に吟味が行われた。その結果、解析結果に関しては大きな問題ない
が、ベインストラクチャーの成因に関する解釈、理論的に導かれる大断層帯の形状と隆起沈降領域関係を使
って実データに適用する部分の解釈、斜面崩壊の発生メカニズムの解釈について、先行研究との解釈の違い
とその根拠が明確に示されておらず、一部論理が飛躍している問題があることが指摘された。この結果を受
け、公開発表で受けた指摘内容を吟味し、指摘された問題について修正することを要請した。 
平成27年1月21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。特に、公開発表で指摘され
た問題点が解決されているかについて重点的に検討を行った。その結果、審査委員全員によって合格と判定
された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
